
肺結核症臨牀所見の統計的記載法及び

病症数値賦與法 、

國立療養所大日向荘 騨 壬 大 島 登 輝 夫

(本論文の要旨は昭19年6月 豫防會結核研究所研究會にて爽衷 ぜり)

肺結核症の臨林統計的研究に於て、その主要所

見の簡明なる分類記載法 とその病症(重 、中、輕)

及び韓蹄判定の参考たるべ ぐ、鼓に一試案を畿表

す る｡

病症判定の標識 としては熱(F),榮 養(G)赤

沈(R),墜 湊(S)X線(X)の5を とり・各々に

その量(質)的 考慮に於て輕 より重鑑從つて0～9

級に分類する｡更 に各級に質(量)的 考慮による

補正符號を記 し、舶記の如 くF,G,R,S,X,の

順に列記する｡か くて僅か5ヶ の激字を以て、吾

々が通常の臨鉢統計に求める主要所見を可成の精

度に於て極めて簡明に記載表記できるのであ多｡

更に一歩進めて各級数(FK,GK,RK,SK,

XK)を 各々補正せる歎値Kiの 相加平均を以て

その病症度Kと する｡Kn=Σ 墨⊥y
n

｡標識の歓 くものある時は、それを○ と記 載 す

る｡律 つて○級はleと 記載 して雨者の混同を!防

ぐ｡

敬値Kiはo～10迄 とし端鐵は 総て4捨5入

する｡(薦 法はKi1～9)

第1表 熱階級分類法
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S・=c6、 欄9'=10、9〃=10、 減 算二5==4、1=O、

1=O、 弱(ノ ∫・)意 符 號5==5(弘 曇(大)符 號5,=5)

1、 熱 階 級(FK)第1表 参 照.
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符號｡平 均5、 概算(凡 そ)5、 補正、加算

ノ

熱剤 はそれが有効 なる限 り補正す 容3'鷲4検 温 向

敬が1日3同 以下の ときは概算符 號3

2、 榮養 階級(GK)

GK=身 長cm-100一{擾 重kg
、3

補正 身長 く149em=GK"

〃<159cm=GK'

Pt<169cln=GKO

〃>170c搬=GK

参考、水平に伸展ぜる雨手中指先端間の長 さは略身長

に等 しい｡

外 見 榮養歌態に よる時 は良=玉 可=2、 軽 減互、

劣=7、 著減=9

3,赤 沈 階級(RK)豊

RK誕W氏 法t一時間値10

補正、1時 聞値>100粍=9'

2時 間値>3Xユ 時間値(5粍 以上)コRK'

'赤沈 値は温 度補 正 をせ す と も可
、騰 重の季 節的

襲鋤 と概 ね相 殺せん｡

4、 喀痩 階級(SK)第2表 参 照
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SK海 響 曳烈 竪 鋸臨 ㏄ 一2ケ

もNX線 階級(XK)第3、4表

XK=X線 像10準 分 類 海(DX)の 百位藪｡ ,、,、、.

補 正、五DX4位 数1(型)=XK・3(攣)一=XK｡・

5(型)諾XK',7(型)二XKワ ゼ

以上5極 識 の記 載法sw

.DK5'3.44'7"v=δ.6或 はK5.6篇5'3・44"7'戸

6、X線 像10進 分i類法(DX)第3護,5,表

5"'の 藪 字 を組合せX線 像の簡明な る記載 を 期
ら

す るゐ 即ち萬位(病 期等)千 位(性歌)百位(援 の
ゆ

拾倍(部 位)一 位(補 足)と す、各々を1～9に

分類 し、分類不能の項 日な ○と記載する｡
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、
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()は 特 殊 型 に して他 の 目 と重 複 す る｡

第4表'病 影 の捜 り(百 位籔)
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病影の性歌(4位 数)を 更に細分する必要あら

ば偶敬(2,4,8)並 に符號(う を使用する｡叉

はDIXは 左右肺別々に記載すれぽ詳細となる｡

侭 し著者は特殊 目的以外に統計的にはその必要を
み ノ な

認 めない｡

補 足的事項(1位)、 例へば1=石 荻 化、2=

肪 門 、3=撒 布 、4=浸 潤 、5凝 複雑(混 合)、6=肋

膜 、7=人 工氣 胸、8=合 併症(手 術)、9・=特 殊型
　 　

唖 す る｡又 補足事項が2ケ 以上あればVJ・翠勲以下
に列記す る｡呉 他符號や文字を補記する｡

以上DX分 類法は暗記容易、記載極 めて簡明

し力糟 包括的で他の特定分類法への再分類 も可能

で あ る｡～

記 載 法 、DX57.727,6.DXOO.210.DXW.DX40

7、 整 理 力 カ ー ド(古 ハ ガ キ 利 用)第6炎

第6表 整 理 カ ー ド ～

十

位

輕快(108例)K=4｡7±09Ke雛3.8±1.1

Q-=1g

死 亡(160例)KF5.9±1.1Ke=69±1・1'

Qニ ー24一

即 病症:K<3.4=輕 症 、K<5.4出 中等症、K>5.5

=重 症 韓離 二Q>40篇 著 輕快 、Q>10=mp快 、

Q<1101=一 ・不攣 と見 な しうる｡

帥Kは 臨躰統計的に病症並に 縛節判定の参考た

抄うる もの と思 ふ｡
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圖の如 きカー ドに よ り特別の統計機械或は集計

者 を要せす遮速 なる集 計が可能で あ る｡",

8、Kの 鷹用

Kiの 軍 純祁 加平均鐙Kが 將 して理 論的 紀 肺結

核症の病症判定 の基準 た りうるや否や、 その當否

は暫 く問 はす、實施慮用の面 を検討 して見 よ う｡

i)輕 快 指数Q

Q=k/K,x100(」 曾悪Q篇k/10--K二)

K{(初)}K2(絡)=ks輕 快 ケイ｡

ii)南 湖院病林 日誌 よの

昭和12年 ～17年 、在院孚年以上 の病 豚 日誌

をその記載 韓蹄につ き統計 を と つた｡奮DK分

類 法に よつた故(Ki二1～9)多 少 数殖 に攣 動 あ

り｡

著 輕快(35例 ルK、=48±1.OKe=',26± α7.

.Q=:46-・ 聾
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